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　内分泌撹乱化学物質問題　

国際シンポジウムのトピックスと新聞報道記事件数の推移（2004年12月末日現在）

対象誌:　主要日刊紙（地方紙含む）、週刊誌等　49紙 　　　編集:  日本化学工業協会

・SPEED’98制定

・カップめん論争

・京都シンポジウム　　日化協への取材　約６０社

　低容量作用に関連する試験結果をめぐって、当事者の学者間で激論

・神戸シンポジウム　日化協への取材　約３０社

・横浜シンポジウム　日化協への取材　９社

・つくばシンポジウム　日化協への取材　３社

・広島シンポジウム　日化協への取材　約１０社

・仙台シンポジウム　日化協への取材　７社

・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ、4-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙは
は魚類に対してのみ環境ホルモン
作用が推察（環境省）

・名古屋シンポジウム　日化協への取材　４社

・ビスフェノールAは、魚類に対して
のみ弱い環境ホルモン作用が推察
(環境省）

・SPEED’98見直し(環境省）


